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事業環境の概要
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景気は⾃動⾞関連を中⼼に⼀部のエリアにおいて回復の兆しがあるものの、
⾦利⾼⽌まりや物価上昇等の影響を受け、射出成形機の需要は予断を許さない状況

景気は⾃動⾞関連を中⼼に⼀部のエリアにおいて回復の兆しがあるものの、
⾦利⾼⽌まりや物価上昇等の影響を受け、射出成形機の需要は予断を許さない状況



2025年３⽉期 第２四半期経営成績
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売上は国内で増加したものの、欧⽶の⽣活⽤品関連、中国・アジアの⾃動⾞関連が減少
利益は売上⾼の減少、⽣産量減少に伴う固定費回収不⾜の影響などにより⾚字となる

売上は国内で増加したものの、欧⽶の⽣活⽤品関連、中国・アジアの⾃動⾞関連が減少
利益は売上⾼の減少、⽣産量減少に伴う固定費回収不⾜の影響などにより⾚字となる

項⽬
（単位︓百万円）

2023/2Q
実績

2024/2Q
実績

前期⽐
増減

前期⽐
増減率

2024/2Q
予想

計画⽐
増減

受注⾼ 13,084 14,921 △1,837 +14.0% 17,500 △2,579

売上⾼ 14,058 12,745 △1,313 △9.3% 13,500 △755

営業利益 2 △431 △433 － △250 △181

営業利益率 0.0％ △3.4％ △3.4P － △1.9％ △1.5%

経常利益 55 △396 △452 － △200 △196

親会社株主に帰属
する四半期純利益 △318 △518 △200 － △350 △168

１株当たり四半期
純利益 △15.51円 △25.24円 △9.73円 － △17.04円 △8.20円

＜参考＞
為替レーﾄ(USD) 150円 143円 △7円 △4.7％ 145円 △2円



売上⾼・営業利益の増減要因分析

売上⾼は射出成形機及びダイカストマシン共に減少
営業利益は販売台数減・⽣産操業度減、部材仕⼊価格⾼騰が影響し、マイナスを計上

売上⾼は射出成形機及びダイカストマシン共に減少
営業利益は販売台数減・⽣産操業度減、部材仕⼊価格⾼騰が影響し、マイナスを計上
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営業利益増減要因分析
（単位︓百万円）
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製品別受注⾼・売上⾼・受注残⾼

受注⾼は149億円（前期⽐+18億円）、受注残⾼は88億円（前期⽐+8億円）受注⾼は149億円（前期⽐+18億円）、受注残⾼は88億円（前期⽐+8億円）
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射出成形機
（単位:百万円）

2023/2Q
実績 構成⽐ 2024/2Q

実績 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 9,509 73% 10,642 71% +1,133 +11.9％

(内、海外) (6,340) （67％） (7,729) （73％） (+1,389) (+21.9％)

売上⾼ 10,201 73％ 9,340 73％ △861 △8.4％

(内、海外) (7,533) （74％） (6,126) （66％） （△1,407) (△18.7％)

受注残⾼ 5,605 70％ 5,470 62％ △135 △2.4％

ダイカストマシン
（単位:百万円）

2023/2Q
実績 構成⽐ 2024/2Q

実績 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 3,575 27% 4,279 29% +704 +19.7%

（内、海外） (2,620) （73％） (3,155) （74％） （+535) (+20.4%)

売上⾼ 3,857 27％ 3,405 27％ △452 △11.7%

（内、海外） (2,810) （73％） (2,274) （67％） (△536) (△19.1％)

受注残⾼ 2,385 30％ 3,366 38％ +981 +41.1%

※構成⽐の欄は受注⾼、売上⾼、受注残⾼における射出成形機とダイカストマシンの構成⽐。それぞれの海外⽐率を
括弧書き表記しています。
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外側
2024/2Q 売上⾼

127億円

業種別売上⾼の動向

ＩＴ電⼦機器関連の⽐率は増加
⽣活⽤品関連の⽐率は減少

ＩＴ電⼦機器関連の⽐率は増加
⽣活⽤品関連の⽐率は減少
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【⾃動⾞関連】
中国・アジア向けの射出成形機・
ダイカストマシンが減少

【IT関連】
ベトナム向けの⼩型射出成形機
が増加

【⽣活関連】
欧州・⽶国向けの中・⼤型射出
成形機が減少

【⼯業製品】
中国向けの射出成形機・ダイカス
トマシンが増加

【家電関連】
国内向けの射出成形機が増加

【医療関連】
中国向けの射出成形機が減少

業種別
売上⾼⽐率

16％16％

IT電⼦機器関連
16％
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⼯業部品
13％

⼯業部品
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⽣活関連

27％

⽣活関連

37％37％

⾃動⾞関連

37％

⾃動⾞関連

3％3％

家電関連

3％

家電関連

内側
2023/2Q 売上⾼

140億円



地域別売上⾼の動向

国内は増加したが、中国、アジア、⽶州、欧州・他が減少国内は増加したが、中国、アジア、⽶州、欧州・他が減少
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地域別売上⾼推移

【欧州・他】
中⼤型射出成形機が減少

【⽶州】
⽶国の中⼤型射出成形機が減少

【アジア】
射出成形機は、東南アジアの⾃動⾞関連が減少
ダイカストマシンは、東アジアの⾃動⾞関連が減少

【中国（台湾含む）】
射出成形機は、⾃動⾞関連やIT電⼦機器、医療機器関連の⼩型機が減少
ダイカストマシンは、 ⾃動⾞関連が減少

【国内】
射出成形機は、⾃動⾞や⽣活⽤品関連が増加
ダイカストマシンは、⾃動⾞関連が増加

（単位:百万円）



２．2025年３⽉期 通期業績予想２．2025年３⽉期 通期業績予想
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2025年３⽉期 通期業績予想
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項⽬
（単位︓百万円）

2023年度
実績

2024年度
予想

前期⽐
増減

前期⽐
増減率

2024年度
前回予想

受注⾼ 26,537 33,000 +6,463 +24.4％ 36,000

売上⾼ 28,842 28,000 △842 △2.9％ 31,000

営業利益 △119 △250 △131 － 300

営業利益率 △0.4％ △0.9％ △0.5P － 1.0％

経常利益 △64 △80 △16 － 400

親会社株主に帰属
する当期純利益 △1,293 △350 +943 － 100

１株当たり
当期純利益 △62.99円 △17.04円 +45.95 － 4.87円

＜参考＞
為替レート(USD) 151円 145円 △6円 △4.0% 145円

2025年3⽉期の後半の市場の動向は、引き続き中国の⾃動⾞関連や欧⽶の⽣活⽤品関連
は低調に推移すると予想され、売上⾼や⽣産量の減少で営業損益は△2.5億円を⾒込む

2025年3⽉期の後半の市場の動向は、引き続き中国の⾃動⾞関連や欧⽶の⽣活⽤品関連
は低調に推移すると予想され、売上⾼や⽣産量の減少で営業損益は△2.5億円を⾒込む



製品別 受注⾼・売上⾼・受注残⾼予想

受注⾼は330億円（前期⽐+64億円）、売上⾼は280億円（前期⽐△8億円）
受注残⾼は116億円（前期⽐+50億円）を予想

受注⾼は330億円（前期⽐+64億円）、売上⾼は280億円（前期⽐△8億円）
受注残⾼は116億円（前期⽐+50億円）を予想
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射出成形機
（単位:百万円）

2023年度
実績 構成⽐ 2024年度

予想 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 19,451 73% 24,000 73% +4,549 +23.4％

(内、海外) (13,135) （68％） (17,800) (74％) (+4,665) (+35.5%)

売上⾼ 21,581 75％ 20,200 72％ △1,381 △6.4％

(内、海外) (15,481) （72％） (14,000) (69％) (△1,481) (△9.6%)

受注残⾼ 4,167 63％ 7,966 68％ +3,799 +91.2％

ダイカストマシン
（単位:百万円）

2023年度
実績 構成⽐ 2024年度

予想 構成⽐ 増減 増減率

受注⾼ 7,087 27% 9,000 27% +1,913 +27.0%

（内、海外） (4,978) （70％） (6,500) (72%) (+1,522) (+30.6%)

売上⾼ 7,261 25％ 7,800 28％ +539 +7.4%

（内、海外） (5,163) （71％） (5,500) (71%) (+337) (+6.5％)

受注残⾼ 2,493 37％ 3,694 32％ +1,201 +48.2%

※構成⽐の欄は受注⾼、売上⾼、受注残⾼における射出成形機とダイカストマシンの構成⽐。それぞれの海外⽐率を
括弧書き表記しています。
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外側
2024年度 売上⾼予想

280億円

業種別・地域別 売上⾼予想

アジア地域での⾃動⾞関連は増加するが、欧⽶域別での⽣活⽤品関連が減少する⾒込みアジア地域での⾃動⾞関連は増加するが、欧⽶域別での⽣活⽤品関連が減少する⾒込み
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業種別売上⾼構成予想
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株主還元について

2024年度の中間配当は、１株につき17円50銭を実施
2024年度の年間配当は、１株につき35円を予定

中期経営計画2026の財務戦略「ＢＳマネジメント⽅針」に基づき、株主還元を継続

2024年度の中間配当は、１株につき17円50銭を実施
2024年度の年間配当は、１株につき35円を予定

中期経営計画2026の財務戦略「ＢＳマネジメント⽅針」に基づき、株主還元を継続
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３．トピックス３．トピックス
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トピックス① 新製品紹介

15
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射出成形機
Si-7シリーズのスピンオフモデル「Si-7GS series」（アジア向け限定）

射出成形機
Si-7シリーズのスピンオフモデル「Si-7GS series」（アジア向け限定）



トピックス② 戦略委員会の設置
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中期経営計画の推進⼒向上及び重要性・緊急性が⾼い経営課題への対応を⽬的として、
戦略委員会を設置し、2024年10⽉にスタート

中期経営計画の推進⼒向上及び重要性・緊急性が⾼い経営課題への対応を⽬的として、
戦略委員会を設置し、2024年10⽉にスタート

経営会議

戦略委員会

指⽰ 報告

報告

個別WG

諮問

戦略委員会の体制図
 経営会議の諮問機関として「戦略委員会」を設置
 戦略委員会の下部組織として「個別WG」を設置し、中期経営計画
の推進⼒向上や重要性・緊急性が⾼い経営課題への対応を⾏う

 それぞれの個別WGは社内取締役⼜は執⾏役員が責任担当となり、
テーマに応じて現場メンバーを参画させて推進

戦略委員会の概要

1. メンバー
 委員⻑︓代表取締役社⻑
 構成員︓社内取締役、執⾏役員
 オブザーバー︓社外専⾨家（適宜）

2. 主な役割
 中期経営計画の推進⼒向上・モニタリング
 重要性・緊急性が⾼い経営課題への対応にかかる協議
 個別WGの⽴ち上げ・モニタリング

個別WGの主なテーマ

1. 事業戦略関連

2. ⼈材戦略関連

3. 経営管理関連
個別WG 個別WG 個別WG 個別WG



４．Appendix４．Appendix
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貸借対照表（B/S）

© TOYO MACHINERY & METAL CO.,LTD. All rights reserved.
1818

資産の部
（単位:百万円）

24/3末
実績

24/9末
実績 増減 コメント

流動資産 21,912 23,051 +1,139
受取⼿形及び売掛⾦が8億円減少したが、棚
卸資産が14億円増加、現⾦及び預⾦が6億円
増加したこと等により、流動資産は11億円増加。

現⾦及び預⾦ 6,167 6,799 +632
受取⼿形及び売掛⾦ 6,889 6,053 △836
棚卸資産 7,548 8,948 +1,400

固定資産 8,149 8,577 +428

有形固定資産が5億円増加したこと等により、
固定資産は4億円増加。

有形固定資産 6,508 7,026 +518
無形固定資産 397 346 △51
投資その他資産 1,243 1,203 △40

資産合計 30,062 31,628 +1,566

負債・純資産の部
（単位:百万円）

24/3末
実績

24/9末
実績 増減 コメント

負債合計 11,478 13,320 +1,842 有利⼦負債が11億円増加、⽀払⼿形及び買
掛⾦が1億円増加したこと等により、負債合計は
18億円増加。

⽀払⼿形及び買掛⾦ 4,393 4,581 +188
有利⼦負債残⾼ 2,260 3,360 +1,100

純資産合計 18,584 18,308 △276
前期の期末配当、親会社株主に帰属する当期
純損失に係る利益剰余⾦が減少したこと等によ
り、2億円減少。

負債純資産合計 30,062 31,628 +1,566
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フリー・キャッシュフローは3億円の⽀出となり、前期⽐△8億円フリー・キャッシュフローは3億円の⽀出となり、前期⽐△8億円

（単位:百万円） 2023年2Q
実績

2024年2Q
実績 増減 変動要因

営業活動による
キャッシュ・フロー 807 288 △519 売上債権の減少や固定資産の減価償却費などにより、2

億円の収⼊。

投資活動による
キャッシュ・フロー △237 △603 △366 有形固定資産の取得などにより、⽀出が前期2億円から6

億円に増加。

財務活動による
キャッシュ・フロー 89 737 +648 ⻑期借⼊れの収⼊などにより7億円の収⼊。

現⾦及び現⾦同等
物に係る換算差額 132 208 +76

現⾦及び現⾦同等
物の増減額 792 631 △161 前期7億円のプラスから今期は6億円のプラス。

現⾦及び現⾦同等
物の期⾸残⾼ 6,502 6,167 △335

現⾦及び現⾦同等
物の期末残⾼ 7,294 6,799 △495 67億円となり、前期から4億円の減少。
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本資料に記載している将来の⾒通しに関する記載は、当社が現時点で
把握可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々
な要因の変化によって⾒通しと⼤きく異なる場合があります。

連絡先 東洋機械⾦属株式会社 経営企画室
ＴＥＬ．（０７８）９４２－２３４５（代表）
ＦＡＸ．（０７８）９４３－７２７５
ＵＲＬ．ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｙｏ-ｍｍ．ｃｏ．ｊｐ．


